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月の縦孔・地下空洞探査
Unprecedented Zipangu Underworld of the Moon Exploration (UZUME)

春山純一 1∗ ;河野功 1 ;久保田孝 1 ;大槻真嗣 1 ;西堀俊幸 1 ;岩田隆浩 1 ;石原吉明 1 ;山本幸生 1 ;永松愛子 1 ;長谷
中利昭 3 ;清水久芳 4 ;諸田智克 5 ;道上達広 6 ;白尾元理 7 ;宮本英昭 4 ;小林憲正 2 ;山本聡 8 ;横田康弘 8 ;橋爪光
9 ;佐伯和人 9 ;小松吾郎 10

HARUYAMA, Junichi1∗ ; KAWANO, Isao1 ; KUBOTA, Takashi1 ; OTSUKI, Masatsugu1 ; NISHIBORI, Toshiyuki1 ; IWATA,
Takahiro1 ; ISHIHARA, Yoshiaki1 ; YAMAMOTO, Yukio 1 ; NAGAMATSU, Aiko1 ; HASENAKA, Toshiaki3 ; SHIMIZU,
Hisayoshi4 ; MOROTA, Tomokatsu5 ; MICHIKAMI, Tatsuhiro6 ; SHIRAO, Motomaro7 ; MIYAMOTO, Hideaki4 ; KOBAYASHI,
Kensei2 ; YAMAMOTO, Satoru8 ; YOKOTA, Yasuhiro8 ; HASHIZUME, Ko9 ; SAIKI, Kazuto9 ; KOMATSU, Goro10

1独立行政法人　宇宙航空研究開発機構, 2横浜国立大学, 3熊本大学, 4東京大学, 5名古屋大学, 6近畿大学, 7惑星地質研,
8 国立環境研, 9 大阪大学, 10 ダヌンツィオ大学
1Japan Aerospace Exploration Agency,2Yokohama National University,3Kumamoto University,4University of Tokyo,5Nagoya
University, 6Kinki University, 7Planetary Geology Institute,8National Institute for Environmental Studies,9Osaka University,
10Universita d’Annunzio

2007年に我が国が打ち上げた月探査機 SELENE（かぐや）に搭載された地形カメラのデータから、月のマリウス丘、
静の海、賢者の海に、直径、深さともに、50～100ｍに及ぶ巨大な縦孔構造が発見された。これらは、月地下に存在する
大きな空洞構造の上に開いたものと考えられた。その後、これらの縦孔構造は、明らかに地下の地下空洞構造に繋がっ
ていることが確認されるようなデータが集積されている。こうした地下の空洞構造は、地球からの類推で、溶岩チュー
ブや、マグマ溜まり、或いは断層起源の空洞などが考えられる。これらの縦孔・地下空洞は、様々な科学的な点から興
味がある。加えて、こうした縦孔或いは地下空洞は、火星にも存在する。火星の地下空洞に至っては、生命が発現・維
持・進化するのに、火星上でも最も可能性の高い所であると言える。月・火星の縦孔・地下空洞は、月惑星科学の観点か
ら最も重要な探査対象の一つである。
しかしながら、深さ数 10m以上にも及ぶ縦孔を降下し、数 10cm～数mにも及ぶ岩体の散在する縦孔底を走破し、更

に奥へ暗く拡がる空間へと探査を進める事は、非常にチャレンジングである。しかしだからこそ、我々は、これら縦孔・
地下空洞の探査をミッション・探査システム・アウトリーチなど、様々な観点から議論を重ね、「Unprecedented Zipangu
Underworld of the Moon Exploration（UZUME）計画」として、探査を実現しようとしている。本講演では、現在のUZUME
計画の検討状況を報告する。
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